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(57)【要約】
　形状記憶合金（ＳＭＡ）部材及び付勢部材（例えば、
ばね）の組み合わせによって作動する器具を備える、カ
プセル内視鏡の装置及び方法。ＳＭＡ部材によって作動
する、生検に用いる装置及び方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　動物の消化管内に配置されるように構成されるカプセルと、
　形状記憶合金部材であって、該形状記憶合金部材に電流が加えられる場合には、その寸
法のうちの少なくとも１つを変更するように構成され、該形状記憶合金部材は前記カプセ
ルに結合される、形状記憶合金部材と、
　前記カプセルに結合される付勢部材と、
　前記形状記憶合金部材及び前記付勢部材に結合される器具であって、該器具を第１の構
成から第２の構成に移行させるように前記形状記憶合金部材に電流を加えることができ、
該器具が前記第２の構成にある場合には、前記電流を除去して、該器具を前記第２の構成
から前記第１の構成に移行させることができる、器具と、
を備える、装置。
【請求項２】
　前記付勢部材はばねを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記付勢部材はゴム又はポリマーを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記付勢部材の縦軸は前記形状記憶合金部材の縦軸に平行である、請求項２又は３に記
載の装置。
【請求項５】
　前記付勢部材は前記形状記憶合金部材と同軸をなす、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記形状記憶合金部材に電流が加えられる場合には、前記形状記憶合金部材は拡張する
ように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記カプセルは、
　前記形状記憶合金部材に電流を加えるのに、前記形状記憶合金部材に結合されるように
構成される電源を更に備える、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記器具は前記第１の構成において収縮しており、前記器具は前記第２の構成において
伸長している、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置であって、該装置は、前記器具が前記第２の構成にある場合には
、前記付勢部材が前記器具を前記第１の構成に向かって付勢する力を加えるように構成さ
れる、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記器具はベース及びピストンを備え、前記第２の構成において、前記ピストンは前記
ベースに対して伸長している、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記形状記憶合金部材は、前記形状記憶合金部材に電流を加えると、前記形状記憶合金
部材の少なくとも１つの寸法が増加し、前記ピストンに前記第２の構成に向かう力を加え
、前記ピストンが前記第２の構成にある場合には、前記付勢部材が前記ピストンを前記第
１の構成に向かって付勢するように構成される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ピストンと前記付勢手段とに、該ピストンと該付勢手段の間で結合されるコードを
更に備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記付勢部材の縦軸は前記ピストンの縦軸と同一直線上にない、請求項１２に記載の装
置。
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【請求項１４】
　前記器具の前記ベースは、前記ピストンの縦軸と位置合わせされる開口部を備え、前記
コードは前記開口部を通り抜け、前記ピストンの遠位端の中心に結合される、請求項１３
に記載の装置。
【請求項１５】
　前記器具はセンサーを含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記器具は、治療剤を送達するか、又は組織サンプルを回収するのに組織と接触するよ
うに構成される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記器具は、前記ピストンの遠位端に結合される針を備える、請求項１６に記載の装置
。
【請求項１８】
　前記器具の前記ベースは、
　前記ピストンと前記ベースとの間の相対的な縦運動が許され、
　前記ピストンと前記ベースとの間の相対的な横運動が実質的に防止される、
ように、前記器具の前記ピストンに結合される、請求項１０～１４のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項１９】
　前記形状記憶合金部材の少なくとも一部は前記ピストン内に配置される、請求項１８に
記載の装置。
【請求項２０】
　前記器具は、前記ピストンの遠位端に結合される生検針を備える、請求項１９に記載の
装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の装置であって、該装置は、前記ピストンを作動させて、少なくとも
２０重量グラムの力を加えることができるように構成される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の装置であって、該装置は、前記器具を作動させ
て、少なくとも２０重量グラムの力を加えることができるように構成される、請求項１～
１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２３】
　前記付勢部材の縦軸は前記形状記憶合金部材の縦軸に平行である、請求項１～１４のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項２４】
　前記付勢部材は前記形状記憶合金部材と同軸をなす、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記カプセルは２０ｍｍ未満の長さと、１０ｍｍ未満の直径とを有する、請求項１～１
４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２６】
　前記カプセルは１５ｍｍ未満の長さと、６ｍｍ未満の横直径とを有する、請求項２５に
記載の装置。
【請求項２７】
　動物の消化管内に配置される、請求項１～２２のいずれか一項に記載の装置の前記形状
記憶合金部材に、電流を加えることを含む、方法。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の方法であって、前記装置は、請求項１７又は請求項２０に記載の装
置であり、該方法は、
　前記器具を作動させることであって、前記動物の対象組織に生検針を挿入することを更
に含む、請求項２７に記載の方法。
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【請求項２９】
　前記生検針から組織サンプルを回収することを更に含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　生検装置であって、
　本体と、
　形状記憶合金部材であって、該形状記憶合金部材に電流が加えられる場合には、その寸
法のうちの少なくとも１つを変更するように構成され、該形状記憶合金部材は前記本体に
結合される、形状記憶合金部材と、
　組織サンプル又は体液サンプルを回収するのに伸長するように構成される器具であって
、該器具は、該器具を第１の構成から第２の構成に移行させるように前記形状記憶合金部
材に電流を加えることができ、該器具が前記第２の構成にある場合には、前記電流を除去
して、該器具を前記第２の構成から前記第１の構成に移行させることができるように前記
形状記憶合金部材に結合される、器具と、
を備える、生検装置。
【請求項３１】
　前記形状記憶合金部材に電流が加えられる場合には、前記形状記憶合金部材は拡張する
ように構成される、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記形状記憶合金部材に電流を加えるのに、前記形状記憶合金部材に結合されるように
構成される電源を更に備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記器具は前記第１の構成において収縮しており、前記器具は前記第２の構成において
伸長している、請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記器具はベース及びピストンを備え、前記第２の構成において、前記ピストンは前記
ベースに対して伸長している、請求項３０～３３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３５】
前記形状記憶合金部材は、前記形状記憶合金部材に電流を加えると、前記形状記憶合金部
材の少なくとも１つの寸法が増加し、前記ピストンに前記第２の構成に向かう力を加える
ように構成される、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記形状記憶合金部材の少なくとも一部は前記ピストン内に配置される、請求項３５に
記載の装置。
【請求項３７】
　前記器具は、前記ピストンの遠位端に結合される生検針を備える、請求項３６に記載の
装置。
【請求項３８】
　請求項３０～３７のいずれか一項に記載の装置であって、該装置は、前記ピストンを作
動させて、少なくとも２０重量グラムの力を加えることができるように構成される、請求
項３０～３７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３９】
　前記器具及び前記本体に結合され、前記器具を前記第１の構成に向かって動かす力を加
えるように構成される付勢部材を更に備える、請求項３０～３８のいずれか一項に記載の
装置。
【請求項４０】
　前記付勢部材の縦軸は前記形状記憶合金部材の縦軸に平行である、請求項３９に記載の
装置。
【請求項４１】
　前記付勢部材は前記形状記憶合金部材と同軸をなす、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
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　前記器具が動物から組織サンプル又は体液サンプルを得るように、前記動物内に配置さ
れる、請求項３０～４１のいずれか一項に記載の装置の前記形状記憶合金部材に、電流を
加えることを含む、方法。
【請求項４３】
　前記組織サンプル又は前記体液サンプルは前記動物の消化管から得られる、請求項４２
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包括的には、形状記憶合金を用いる小型器具の作動に関する。本発明は、よ
り詳細には、限定はしないが、カプセル内視鏡内の器具、及びその器具の形状記憶合金（
ＳＭＡ：Shape Memory Alloy）作動機構に関する。
【０００２】
　　［関連出願の相互参照］
　本出願は、２０１１年６月２９日に出願された米国仮特許出願第６１／５０２，６８２
号に対する優先権を主張する。その仮特許出願は、引用することにより、その全体が本明
細書の一部をなすものとする。
【背景技術】
【０００３】
　内視鏡カプセルを用いて、動物（例えば、人）の消化（胃腸）管を調べることができる
。そのようなカプセルの一例が特許文献１において開示されている。そのようなカプセル
は受動的に制御又は操作することができる。例えば、そのようなカプセルは磁気材料を含
むことができ、ユーザーによって生成又は制御される磁界（例えば、カプセルが配置され
る動物の体の外部にある）の存在によって、制御又は操作することができる。また、その
ようなカプセルは、カプセルの中又は上にある移動力源又は操作源（例えば、能動的移動
力源）も含むことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００６／０１５２３０９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本開示は、装置、カプセル内視鏡の器具、及び方法の実施形態を含む。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本装置の幾つかの実施形態は、動物の消化管内に配置されるように構成されるカプセル
と、形状記憶合金（ＳＭＡ）部材であって、該ＳＭＡ部材に電流が加えられる場合には、
その寸法のうちの少なくとも１つを変更するように構成され、該ＳＭＡ部材は前記カプセ
ルに結合される、形状記憶合金（ＳＭＡ）部材と、前記カプセルに結合される付勢部材（
例えば、ばね、又は他の適した弾性部材）と、前記ＳＭＡ部材及び前記付勢部材に結合さ
れる器具であって、該器具を第１の構成から第２の構成に移行させるように前記ＳＭＡ部
材に電流を加えることができ、該器具が前記第２の構成にある場合には、前記電流を除去
して、該器具を前記第２の構成から前記第１の構成に移行させることができる、器具とを
備える。
【０００７】
　幾つかの実施形態では、前記付勢部材はばねを含む。幾つかの実施形態では、前記付勢
部材はゴム又はポリマーを含む。幾つかの実施形態では、前記付勢部材の縦軸は前記ＳＭ
Ａ部材の縦軸に平行である。幾つかの実施形態では、前記付勢部材は前記ＳＭＡ部材と同
軸をなす。



(6) JP 2014-518115 A 2014.7.28

10

20

30

40

50

【０００８】
　幾つかの実施形態では、前記ＳＭＡ部材に電流が加えられる場合には、前記ＳＭＡ部材
は拡張するように構成される。幾つかの実施形態では、前記カプセルは、前記ＳＭＡ部材
に電流を加えるのに、前記ＳＭＡ部材に結合されるように構成される電源を更に備える。
幾つかの実施形態では、前記器具は前記第１の構成において収縮しており、前記器具は前
記第２の構成において伸長している。幾つかの実施形態では、該装置は、前記器具が前記
第２の構成にある場合には、前記付勢部材が前記器具を前記第１の構成に向かって付勢す
る力を加えるように構成される。幾つかの実施形態では、前記器具はベース及びピストン
を備え、前記第２の構成において、前記ピストンは前記ベースに対して伸長している。幾
つかの実施形態では、前記ＳＭＡ部材は、前記ＳＭＡ部材に電流を加えると、前記ＳＭＡ
部材の少なくとも１つの寸法が増加し、前記ピストンに前記第２の構成に向かう力を加え
、前記ピストンが前記第２の構成にある場合には、前記付勢部材が前記ピストンを前記第
１の構成に向かって付勢するように構成される。
【０００９】
　幾つかの実施形態は、前記ピストンと前記付勢手段とに、該ピストンと該付勢手段の間
で結合されるコードを更に備える。幾つかの実施形態では、前記付勢部材の縦軸は前記ピ
ストンの縦軸と同一直線上にない。幾つかの実施形態では、前記器具の前記ベースは、前
記ピストンの縦軸と位置合わせされる開口部を備え、前記コードは前記開口部を通り抜け
、前記ピストンの遠位端の中心に結合される。
【００１０】
　幾つかの実施形態では、前記器具は、治療剤を送達するか、又は組織サンプルを回収す
るのに組織と接触するように構成される。幾つかの実施形態では、前記器具は、前記ピス
トンの遠位端に結合される針を備える。幾つかの実施形態では、前記器具の前記ベースは
、前記ピストンと前記ベースとの間の相対的な縦運動が許され、前記ピストンと前記ベー
スとの間の相対的な横運動が実質的に防止されるように、前記器具の前記ピストンに結合
される。幾つかの実施形態では、前記ＳＭＡ部材の少なくとも一部は前記ピストン内に配
置される。幾つかの実施形態では、前記器具は、前記ピストンの遠位端に結合される生検
針を備える。幾つかの実施形態では、該装置は、前記ピストンを作動させて、少なくとも
２０重量グラム（ｇｆ）の力を加えることができるように構成される。幾つかの実施形態
では、該装置は、前記器具を作動させて、少なくとも２０重量グラム（ｇｆ）の力を加え
ることができるように構成される。幾つかの実施形態では、前記付勢部材の縦軸は前記Ｓ
ＭＡ部材の縦軸に平行である。幾つかの実施形態では、前記付勢部材は前記ＳＭＡ部材と
同軸をなす。幾つかの実施形態では、前記カプセルは４０ｍｍ未満の長さと、１５ｍｍ未
満の直径とを有する。幾つかの実施形態では、前記カプセルは３２ｍｍ未満（例えば、１
５ｍｍ～２０ｍｍ）の長さと、１２ｍｍ未満（例えば、６ｍｍ～１０ｍｍ）の横直径とを
有する。
【００１１】
　本方法の幾つかの実施形態は、動物の消化管内に配置される、本装置の一実施形態の前
記ＳＭＡ部材に電流を加えることを含む。幾つかの実施形態では、前記装置は、生検針を
有する器具を備え、該方法は、前記器具を作動させることであって、前記動物の対象組織
に生検針を挿入することを更に含む。幾つかの実施形態では、該方法は、前記生検針から
組織サンプルを回収することを更に含む。
【００１２】
　本生検装置の幾つかの実施形態は、本体と、形状記憶合金（ＳＭＡ）部材であって、前
記本体に結合されるとともに該ＳＭＡ部材に電流が加えられる場合には、その寸法のうち
の少なくとも１つを変更するように構成され、該ＳＭＡ部材は前記カプセルに結合される
、形状記憶合金（ＳＭＡ）部材と、組織サンプルを回収するのに組織と接触するように構
成される器具であって、該器具は、該器具を第１の構成から第２の構成に移行させるよう
に前記ＳＭＡ部材に電流を加えることができ、該器具が前記第２の構成にある場合には、
前記電流を除去して、該器具を前記第２の構成から前記第１の構成に移行させることがで
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きるように前記ＳＭＡ部材に結合される、器具とを備える。幾つかの実施形態では、前記
ＳＭＡ部材に電流が加えられる場合には、前記ＳＭＡ部材は拡張するように構成される。
幾つかの実施形態で、前記ＳＭＡ部材に電流を加えるのに、前記ＳＭＡ部材に結合される
ように構成される電源を更に備える。幾つかの実施形態では、前記器具は前記第１の構成
において収縮しており、前記器具は前記第２の構成において伸長している。幾つかの実施
形態では、前記器具はベース及びピストンを備え、前記第２の構成において、前記ピスト
ンは前記ベースに対して伸長している。幾つかの実施形態では、前記ＳＭＡ部材は、前記
ＳＭＡ部材に電流を加えると、前記ＳＭＡ部材の少なくとも１つの寸法が増加し、前記ピ
ストンに前記第２の構成に向かう力を加えるようにされる。幾つかの実施形態では、前記
ＳＭＡ部材の少なくとも一部は前記ピストン内に配置される。幾つかの実施形態では、前
記器具は、前記ピストンの遠位端に結合される生検針を備える。幾つかの実施形態では、
前記装置は、前記ピストンを作動させて、少なくとも２０重量グラム（ｇｆ）の力を加え
ることができるように構成される。幾つかの実施形態は、前記器具及び前記本体に結合さ
れ、前記器具を前記第１の構成に向かって動かす力を加えるように構成される付勢部材を
更に備える。幾つかの実施形態では、前記付勢部材の縦軸は前記ＳＭＡ部材の縦軸に平行
である。幾つかの実施形態では、前記付勢部材は前記ＳＭＡ部材と同軸をなす。
【００１３】
　本方法の幾つかの実施形態は、前記器具が動物から組織サンプル又は体液サンプルを得
るように、前記動物内に配置される、前記装置の一実施形態の前記ＳＭＡ部材に、電流を
加えることを含む。幾つかの実施形態では、前記組織サンプル又は前記体液サンプルは前
記動物の消化管から得られる。
【００１４】
　本開示の任意の実施形態において、用語「実質的に」は、指定されるものの「（或るパ
ーセンテージ）内にある」という表現で置き換えることができ、そのパーセンテージは５
パーセント、１０パーセント及び／又は１５パーセントを含む。
【００１５】
　本システム及び／又は本方法のいずれかの任意の実施形態は、記述されるステップ、部
材及び／又は特徴のいずれかを備える／含む／包含する／有するのではなく、記述される
ステップ、部材及び／又は特徴のいずれかからなることができるか、又は基本的になるこ
とができる。したがって、請求項のいずれにおいても、用語「～からなる」又は「基本的
に～からなる」は、そうでなければ制約のない連結動詞を使用することになる所与の請求
項の範囲を変更するように、先に記載された開放型の連結動詞のいずれの代わりに用いる
ことができる。
【００１６】
　上記の実施形態及び他の実施形態に関連付けられる詳細が以下に提示される。
【００１７】
　添付の図面は例示であって、限定するものではない。簡潔かつ明確にするように、所与
の構造の全ての特徴部が、その構造が示されている全ての図面において必ずしも符号を付
されるとは限らない。同じ参照符号は、必ずしも同一の構造部を示しているとは限らない
。むしろ、同じ参照符号を用いて、参照符号が異なる場合もあるような類似の特徴部、又
は類似の機能を有する特徴部を示す場合がある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本装置のうちの１つである、器具を有するカプセル内視鏡の側面図である。
【図２】器具が圧縮された構成で示される、図１のカプセルのような装置内で使用する器
具の断面斜視図である。
【図３】器具が伸長された構成で示される、図２の器具の断面斜視図である。
【図４】図５の４－４の線に沿って見た、図２の器具の端面断面図である。
【図５】図２の圧縮された構成にある器具の側断面図である。
【図６】図３の伸長された構成にある器具の側断面図である。
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【図７】図１のカプセルのような装置内で使用する本器具の一実施形態を含む生検モジュ
ールの斜視図である。
【図８】図７の生検モジュールを含む本カプセル内視鏡の第２の実施形態の斜視図である
。
【図９】本器具の第３の実施形態の側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　用語「結合される」は、「必ずしも直接ではなく、かつ必ずしも機械的にではなく、接
続される」と定義される。「結合される」２つの物品は、互いに一体にすることもできる
。数量が特定されていない場合は、本開示が別に明示的に要求しない限り、「１つ又は複
数」と定義される。用語「実質的に」、「およそ」及び「約」は、当業者によって理解さ
れるように、「指定されたものの大部分ではあるが、全体であるとは限らない」と定義さ
れる。
【００２０】
　用語「備える（comprise，comprises，comprising）」、「有する（have，has，having
）」、「含む（include，includes，including）」、「包含する（contain，contains，c
ontaining）」は開放型の連結動詞である。結果として、１つ又は複数のステップを「備
える」、「有する」、「含む」又は「包含する」方法は、それらの１つ又は複数のステッ
プを有するが、それらの１つ又は複数のステップのみを有することに限定されない。同様
に、１つ又は複数の部材を「備える」、「有する」、「含む」又は「包含する」装置は、
それらの１つ又は複数の部材を具備するが、それらの１つ又は複数の部材のみを具備する
ことに限定されない。例えば、カプセル、形状記憶合金（ＳＭＡ）部材、付勢部材及び器
具を備える装置において、その装置は、指定された部材を含むが、それらの部材のみを有
することに限定されない。例えば、そのような装置は、器具及び付勢部材に結合されるコ
ードも含むことができる。
【００２１】
　さらに、或る特定の方法で構成されるデバイス又は構造は、少なくともその方法で構成
されるが、具体的に記述される方法以外の方法で構成することもできる。
【００２２】
　本開示は、カプセル内視鏡（ＣＥ：CapsuleEndoscope）内で実施することができるか、
又はカプセル内視鏡内に含むことができるような、組織及び体液サンプルを採取する装置
及び方法を含む。そのようなカプセル内視鏡の移動は能動的に、又は受動的に成し遂げる
ことができる。幾つかの実施形態では、例えば、カプセルが配置される動物の内臓器官上
の概ね任意の点からのサンプルのような組織サンプルが、カプセルの３６０度周囲内の任
意の点から得られるように、遠隔駆動される形状記憶合金（ＳＭＡ）部材が生検針（例え
ば、極微針）を作動させるか、又は伸長させるように構成される。例えば、生検部位が特
定されると、ＣＥを所定の位置に動かし、極微針（の縦軸）がサンプルエリアの表面に対
して垂直になるようにすることができる。磁気操作又は能動的移動のような、種々の手法
を利用して、生検部位に達することができる。したがって、本器具の実施形態は、磁気的
に操作されるように構成される（例えば、カプセルを磁気的に操作できるようにするだけ
の十分な質量の、１つ又は複数の磁性材料、及び／又は磁気的に反応する材料を含むこと
ができる）カプセル内視鏡に組み込むことができる。生検の開始時に、極微針がＣＥの外
縁に位置合わせされる。生検を実行するようにＳＭＡ部材が駆動されると、極微針は、対
象組織に穴をあけ、その後、アセンブリの中に自動的に格納され、以下で更に詳細に説明
される種々の特徴に従って、針の空洞内にサンプルを取り込む。さらに、本実施形態では
、器具（例えば、生検針）が展開するストローク又は距離は、器具が組織に穴をあけるか
、組織の外層のみに穴をあけるか、組織に穴をあけない（例えば、それによって体液サン
プルを得る）ようにユーザーがその展開を制限できるように調整することができる。更な
る例として、本実施形態の器具は、（例えば、サンプリング針の代わりに、又はそれに加
えて）：検知デバイス（組織のより近くに展開できるほど恩恵を受けることができる）、
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針及びマイクロスパイク（例えば、サンプリングされた組織を取り込むことができる種々
の空洞を有する針構造）、組織ｐＨを評価するｐＨ検知層（例えば、癌の場合に重要とす
ることができる）、撮像ユニット（例えば、赤外線蛍光センサー）を展開させるように使
用又は構成することができる。
【００２３】
　ここで図面を、より詳細には図１～図３を参照すると、それらに図示され、参照符号５
によって示されるのは、本装置（器具を有するカプセル内視鏡）の一実施形態である。よ
り詳細には、図２及び図３は、カプセル内視鏡とともに使用する本器具アセンブリの実施
形態の断面図を示す。本開示において、「カプセル内視鏡」は、消化管を調べるか、又は
消化管からデータ若しくはサンプルを収集する（例えば、目視検査、生体組織検査、管腔
内及び／又は管腔外での固体若しくは非固体組織又は体液のサンプリング）ように、動物
（例えば、人）の消化管内に摂取可能であるか、そうでなければ使い捨てにすることがで
きるカプセルを指している。本アクチュエーターアセンブリの実施形態は、カプセル内視
鏡のカプセルに類似のカプセルから胃腸管内に薬物を送達するように用いることもできる
。また、本作動アセンブリは、薬物、治療デバイス、又は医療デバイスを胃腸管の特定の
部位に送達する（例えば、薬剤、マーカー、ステント、ドレーン、デバイス、又は他の診
断装置若しくは治療装置、及び／又はデバイスを所定位置に保持するクリップ若しくは他
のアンカーを注入又は配置する）器具を作動させるように構成することができる。例えば
、幾つかの実施形態では、例えば、カプセル内視鏡内の１つ又は複数の更なるセンサーを
用いて監視するのに、カプセル内視鏡が（例えば、２４時間にわたって）組織に固着する
ことができるように、その器具に（例えば、針（５８）の代わりに）フックを結合するこ
とができる。
【００２４】
　図示される実施形態では、装置５は、動物（例えば、人）の消化管内に配置されるよう
に構成されるカプセル１０と、形状記憶合金（ＳＭＡ）部材の温度が変化する（例えば、
上昇する）ときに、その寸法のうちの少なくとも１つ（例えば、図２に対して図３におい
て増加すなわち伸長して示されるような長さ）を変更するように構成されるＳＭＡ部材１
４と、付勢部材（例えば、ばね）１８と、第１の構成（図２）から第２の構成（図３）に
器具２２を移行させるのに、ＳＭＡ部材１４に電流を加えることができるように、ＳＭＡ
部材１４とばね１８との間に結合される器具２２とを備える。ＳＭＡ部材の（例えば、伸
長する又は力を生成する）形状又は全体サイズは一般的に、ＳＭＡ部材の材料の温度に関
連付けられる。ＳＭＡ部材は熱によって駆動することができるので、数多くの駆動方法を
利用することができる。例えば、ジュール加熱でＳＭＡ部材の温度を高めるように、ＳＭ
Ａ部材に電流を加えることができ、自然対流、又はＳＭＡ部材の外部への熱エネルギーの
伝導によって冷却を行うことができる。電流は、外部誘導（カプセルの外部にあり、及び
／又はカプセルが配置される患者の体の外部にある誘導源）によって、ワイヤを用いてバ
ッテリ電源からＳＭＡ部材（ＳＭＡ部材の材料）に供給することができる。図示される実
施形態では、ＳＭＡ部材１４は、ＳＭＡ材料に（例えば、導電性ワイヤによって）電気的
に接続される低電圧（３Ｖ）直流（ＤＣ：Direct-Current）電源によって駆動されるよう
に構成される。図示される実施形態では、装置５は、カプセル１０に結合されるように構
成される器具ハウジング２６を備える。図示される実施形態では、ＳＭＡ部材１４及びば
ね１８はハウジング２６に直接結合される（そして、ハウジング２６を介してカプセル５
に間接的に結合される）。他の実施形態では、ハウジング２６はカプセル５と一体にする
ことができる。本実施形態のＳＭＡ部材において用いることができる形状記憶材料の幾つ
かの例は、Ａｕ－Ｚｄ、Ｃｕ－Ｚｎ、Ｌｎ－Ｔｉ、Ｎｉ－Ｔｉ、Ｃｕ－Ｚｎ－Ａｌ、Ｔｉ
－Ｎｂ、Ａｕ－Ｃｕ－Ｚｎ、Ｃｕ－Ｚｎ－Ｓｎ、Ｃｕ－Ｚｎ－Ｓｉ、Ｃｕ－Ａｌ－Ｎｉ、
Ａｇ－Ｃｄ、Ｃｕ－Ｓｎ、Ｃｕ－Ｚｎ－Ｇａ、Ｎｉ－Ａｌ、Ｆｅ－Ｐｔ、Ｕ－Ｎｂ、Ｔｌ
－Ｐｄ－Ｎｉ、Ｆｅ－Ｍｎ－Ｓｉを含む。ＳＭＡ材料を入手することができる供給業者の
例は、Dynalloy, Inc.（米国カリフォルニア州所在）、Motion DynamicsCorporation（米
国ミシガン州所在）及びNew Horizon Group（中国成都市所在）である。
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【００２５】
　図示される実施形態では、ＳＭＡ部材１４は、電流（例えば、しきい値電流を超えるよ
うな十分な大きさのＤＣ電流）が加えられる場合には、第１の方向３０に伸長するように
構成され、電流が除去される場合には、第２の方向３４に収縮するように（少なくとも収
縮可能であるように）構成されるコイルとして構成される。他の実施形態では、ＳＭＡ部
材は、任意の適切な（例えば、板ばね等に類似の）形状又は構成を有することができる。
図示される実施形態では、装置５は、器具２２が第２の構成（図３）にある場合には、電
流を除去して第２の構成から第１の構成（図２）に機器を移行させることができるように
構成される。したがって、図示される実施形態では、器具２２は第１の構成に収縮してお
り、その後第２の構成に伸長する。図示される実施形態では、装置５は、器具２２が第２
の構成（図３）にある場合には、ばね１８が器具を第１の構成（図２）に向かって付勢す
る力を加えるように構成される。例えば、ＳＭＡ部材１４が伸長し、器具が収縮した構成
から伸長した構成に動くとき、ばね１８が伸長する（大抵の実施形態では、ばねの２つの
端部間の張力が増加することになる）。このようにして、器具が伸長した構成にあり、Ｓ
ＭＡ部材１４から電流が除去される場合には、ばね１８によって加えられる力は、器具を
収縮した構成に戻すことにつながる力を加える。
【００２６】
　図示される実施形態では、器具２２はベース３８及びピストン４２を備え、器具の第２
の（伸長した）構成（図３）において、ピストン４２はベース３８に対して伸長する。図
示される実施形態では、ベース３８及びピストン４２はそれぞれ円筒形構成を有し、ベー
ス３８の円筒形部分はピストン４２の円筒形部分の外径よりも大きな内径を有し、ピスト
ン４２がベース３８に対して摺動できるようにする。他の実施形態では、ピストン４２は
ベース３８よりも大きくすることができるか（ベース３８がピストン４２の内側にあるこ
とができる）、又は器具が機能できるようにする任意の他の適切な構成を有することがで
きる。図示される実施形態では、ＳＭＡ部材１４は、ＳＭＡ部材に電流を加えると、ＳＭ
Ａ部材の少なくとも１つの寸法（例えば、図示されるように長さ）が増加して、図３の第
２の（伸長した）構成に向かってピストン４２に力を加える。ピストン４２が第２の構成
にある場合には、ばね１８が第１の（収縮した）構成に向かってピストンを付勢するよう
に構成される。図示されるように、ベース３８はハウジング２６に結合される。他の実施
形態では、ベース３８はハウジング２６と一体にすることができる。図示される実施形態
では、ＳＭＡ部材１４の少なくとも一部がピストン４２（及び／又はベース３８）内に配
置される。他の実施形態では、ピストン４２は、順に小さくなる横寸法（例えば、直径）
を有する複数の円筒形部分を含むことができ、それらの部分が入れ子状に（摺動するよう
に）互いに連結されて、ピストンのストローク長を長くする（例えば、アンテナと同様）
。
【００２７】
　図示される実施形態では、装置５は、ピストン４２とばね１８とに、ピストン４２とば
ね１８との間で結合されるコード４６を更に備える。図示される実施形態では、ばね１８
の縦軸はピストン４２の縦軸と同一直線上にない。別の言い方をすると、ばね１８は、ピ
ストン４２と位置合わせされない。コード４６は、装置５が本開示において記述されるよ
うに機能できるようにする任意の適切な線又は可撓性材料を含むことができる。例えば、
図示される実施形態では、コード４６は、図示されるような角度でハウジング２６を通り
抜けることができ、ベース３８に対するピストン４２の伸長及び収縮中にハウジング２６
との摩擦に耐えることができる縫合糸を含む。図示される実施形態では、ベース３８は、
ピストン４２の縦軸と位置合わせされる開口部又は合わせ穴５０を含み、コード４６は合
わせ穴５０を通り抜けて、ピストン４２の遠位端５４の中心に結合される。合わせ穴５０
とピストン４２の縦軸との位置合わせ、及びピストン４２（の遠位端）の中心におけるコ
ード４６の結合は、ピストン４２の中心軸に沿ってばね１８の収縮力を加え、ピストン４
２に加えられる横方向の力を最小限に抑える（例えば、排除する）ことによって、ベース
３８に対するピストン４２の安定性を高める。横方向の力が加わることになっていたら、
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ピストン４２の座屈又はベース３８に対する位置合わせ不良の可能性が高くなる可能性が
ある。図示される実施形態では、ベース３８は、ピストン４２とベース３８との間の相対
的な縦運動が許され（例えば、ピストン４２がベース３８に対して伸長することができ）
、かつピストン４２とベース３８との間の相対的な横運動が実質的に防止される（例えば
、ピストン４２がベース３８に対して縦方向に伸長し、収縮するように実質的に拘束され
る）ように、ピストン４２に結合される。
【００２８】
　付勢部材１８は、例えば、図示されるようにピストンをその第１の構成（図２）に戻す
ように、ピストン４２及び／又は針５８に対して（例えば、方向３４に）付勢力を与える
任意の適切な材料又は構造を含むことができる。例えば、ＳＭＡ部材１４及び付勢部材１
８は同軸及び／又は同心をなすことができるか（例えば、図７におけるＳＭＡ部材と同軸
をなし、かつ外側にあるコイルばねと、図９に示されるような、ピストン内部のＳＭＡ部
材内の付勢部材とを用いる）、又は同じく図９に示されるように、ばねの代わりに弾性コ
ード１８ａ（例えば、ゴム又は他の弾性材料からなる）を用いることができる。これらの
代替の実施形態のいずれにおいても、コード４６は省くことができる。そのような実施形
態では、例えば、付勢部材の縦軸すなわち作動軸は（付勢手段によって生成される力とと
もに）、ＳＭＡ部材の縦軸すなわち作動軸（ＳＭＡ部材によって生成される力とともに）
に平行にすることができる。別の例として、付勢部材１８は、ゴム（例えば、天然又は合
成）、弾性ポリマー又はプラスチック、及び／又は付勢部材１８がピストン４２及び／又
は針５８に付勢力を与えられるようにする任意の他の材料を含むことができ、及び／又は
付勢部材は、任意の適切な構成（例えば、コイルばね、コード等）を有することができる
。
【００２９】
　器具２２は、例えば、ピストン４２の遠位端５４に結合される針５８を備えることがで
きる。図示される実施形態では、針５８は、動物の消化管内の所望の位置に位置決めする
ことができ、動物の組織の中に延在し、所望の場所においてその組織の生検サンプルを抽
出できるような、中空の生検針である。他の実施形態では、針５８は、状況によっては、
体液サンプルを入手するのにより適している場合があるような、普通の針とすることがで
きる。幾つかの実施形態では、装置５は、器具２２（例えば、ピストン４２）が作動して
少なくとも２０重量グラム（ｇｆ）の力を加えることができるように構成される。例えば
、幾つかの実施形態では、装置５は、ピストン４２が少なくとも２５ｇｆ以上（例えば、
３０ｇｆ、４０ｇｆ、５０ｇｆ、６０ｇｆ、又はそれ以上）の力で伸長する（針５８が組
織に圧入される）ことができるように構成される。他の実施形態では、装置の種々の特性
を最適化して、２０ｇｆ未満の力で十分な場合があるように、器具を作動させるのに必要
な力を低減することができる。
【００３０】
　図示される実施形態では、ハウジング２６は、ばね１８が配置されるばね空洞６２を画
定する。図示される実施形態のような幾つかの実施形態では、ばね１８及び／又はコード
４６内の静止張力を調整するのに、穴６６のうちの１つにピン７０を配置することができ
るように、ハウジング２６は、（図示されるように）ばね１８に結合されるピン７０を収
納するように構成される複数のばね調整穴６６も含む。例えば、一般的に、ベース３８に
近い穴６６ほど、結果として、ベース３８から相対的に遠い穴６６よりも小さな張力（コ
ード４６がたるんだ状態も含む）を生成することになる。
【００３１】
　図示される実施形態では、ＳＭＡ部材１４に電流が加えられる（ＳＭＡ部材を通して供
給される）場合には、ＳＭＡ部材１４が駆動されて伸長する。この伸長は、針の低摩擦搬
送体としての役割を果たすピストン４２（内側シリンダ）を押動し、それにより、針５８
がピストンの縦軸に沿って（サンプリングされる組織の表面に対して垂直に）突出する。
ピストン４２がベース３８に対して外側に押し出されるにつれて、ピストン４２はコード
４６を引っ張り、ばね１８を伸長させる。その後、針５８が対象組織に（例えば、ピスト
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ン４２の遠位端５４が対象組織の表面と接触するまで）侵入する。ばね１８に結果として
生じる張力（伸長したＳＭＡ部材１４によって生成される）は、ベース３８に向かってピ
ストン４２を引き戻すか、又は収縮させる付勢力又は復元力を与える。穴５０がピストン
４２の中心及びベース３８の円筒形部分を通って延在する縦軸上に位置決めされ、それに
より、摩擦及び座屈を最小限に抑えるので、コード４６（縫合糸）は、ＳＭＡ部材１４及
びばね１８によってピストン４２上に与えられる力を軸方向に集中させるのを助ける。さ
らに、座屈を最小限に抑えるように、ベース３８とピストン４２との間にピストン４２が
完全に伸長した位置（図３）にあっても、重なる部分が設けられる。ＳＭＡ部材１４に対
する電流が停止又は除去されると、伸長した（引っ張られた）ばね１８はピストン４２を
その初期位置又は収縮した位置に戻し、それにより、針（needle）がカプセルの外縁と位
置合わせされるように、針５８を組織サンプルとともに格納する。
【００３２】
　幾つかの実施形態では、カプセル１０は、４０ｍｍ未満の長さと、１５ｍｍ未満の横寸
法（例えば、図示される円形の実施形態の場合、直径）とを有する。幾つかの実施形態で
は、カプセルは３２ｍｍ未満（例えば、１５ｍｍ～２０ｍｍ）の長さと、１２ｍｍ未満（
例えば、６ｍｍ～１０ｍｍ）の横寸法とを有する。また、本装置の実施形態は、消化管す
なわち胃腸管（例えば、食道、胃、小腸及び／又は大腸）のあらゆる場所において用いら
れるように構成することができる。本装置の幾つかの実施形態は、胃腸液サンプリング、
少量薬物送達、インク注入及び／又は胃腸管内のマーキングを行うように構成し、及び／
又は使用することもできる。例えば、薬物、インク及び／又はマーキング材料（例えば、
放射性又は放射線不透過性流体又は他の材料）を針５８内に配置することができ、胃腸管
内の組織に針５８が少なくとも最初に挿入されるときに、薬物、インク及び／又はマーキ
ング流体が送達され、そして幾つかの実施形態では、胃腸管内の組織に針５８が２度目に
、又は次に挿入されるときに、生体組織検査用の組織サンプルが除去されるようにする。
【００３３】
　本カプセルの幾つかの実施形態は、カプセルに対して器具の角度を調整するように構成
することができる。例えば、図７に示されるように、カプセル内視鏡は、その中に器具２
２ｂが配置され、かつカプセルに回転可能に結合されるローターを備える生検モジュール
１５０を含むことができる。そのような実施形態では、生検モジュールは、ローター１５
４を回転させて器具２２ａの角度を調整するモーター又は任意の他の適切なデバイスを含
むハウジング部分１５８も備えることができる。図示される実施形態では、器具２２ａの
付勢部材１８ａは、ＳＡＭ部材１４の周囲に配置され、かつ同軸をなす鋼製（又は他の金
属製）コイルばねを備える。本カプセルの幾つかの実施形態（例えば、図８の１０ａ）は
、生検モジュール１５０と、膨張性部材すなわち構成部材１６２とを備えることができる
。膨張性部材すなわち構成部材１６２はバルーン又は他の膨張性構造体を含むことができ
る。バルーン又は他の膨張性構造体は、例えば、生検モジュール内にあり、膨張性部材す
なわち構成部材１６２と（例えば、管類を介して）流体連通するように構成される針（例
えば、針５８）を通してカプセルの中に吸い込まれる、胃腸管内でサンプリングされた流
体（例えば、胃腸液）で満たすことができる。そのような実施形態では、膨張性部材すな
わち構成部材１６２は、胃腸管内の或る位置に送達されることが望まれる（例えば、撮像
中の識別及び／又は位置特定のように病変部位等を標識する）、薬剤又は他の液体（例え
ば、インク又は他のマーキング液体）で満たすことができる。
【００３４】
　ＳＭＡ部材１４、付勢部材１８及び／又は器具２２の本構成は、組織生検又は体液サン
プリングするのに（例えば、子宮から組織及び／又は体液サンプルを得るように）、他の
タイプの内視鏡（例えば、カプセル型でない内視鏡）とともに用いることもできる。例え
ば、図７の実施形態では、弾性コードを含む付勢部材１８ａを有する器具２２ａが、任意
の適切な構造とすることができる本体２００（例えば、カプセル、内視鏡本体、人の手作
業用の取っ手等）に結合される。
【００３５】
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　本方法の幾つかの実施形態は、動物（図示せず）の消化管内に配置される本装置（例え
ば、５）の一実施形態のＳＭＡ部材（１４）に電流を加えることを含む。幾つかの実施形
態では、装置の器具は生検針（例えば、５８）を含み、その方法は、器具を作動させて動
物の対象組織の中に生検針を挿入することを更に含む。幾つかの実施形態では、その方法
は、生検針から組織サンプルを回収することを更に含む。幾つかの実施形態では、その方
法は、組織サンプルを回収する前に（動物の消化管からカプセルを取り出す前に）、サン
プルを封止することを含む場合がある。例えば、その装置の実施形態は、収集後に生検組
織サンプルを収容するように構成される封止機構（例えば、カプセル内のパネル又は区画
）を含むことができる。
【００３６】
マクロモデルアセンブリ及び試験
　図２及び図３に示される装置の器具アセンブリ部分のマクロモデルが、本概念を実証す
るように設計された。この器具アセンブリは製造され、試験に成功を収めた。そのシステ
ムは、ハウジング２６（アクリル樹脂を含む；Blanson Ltd（欧州英国イングランドレス
ター所在）から入手された）と、ピストン４２（デルリンを含む；CONNECTICUT PLASTICS
（米国コネティカット州ウォーリングフォード所在）から入手された）と、ベース３８（
同じくデルリンを含む；同じくCONNECTICUT PLASTICSから入手された）と、針５８（サー
ジカルスチールを含む；多数の供給元から市販される）と、ＳＭＡ部材１４（ニチノール
を含む；Images SI Inc.（米国ニューヨーク州スタテンアイランド所在）から入手された
）と、ばね１８（鋼を含む；Michigan Steel Spring Co.（米国ミシガン州デトロイト所
在）から入手された）と、コード４６（ポリ（ｐ－ジオキサン）縫合糸を含む；Ethicon,
 Inc.（米国ニュージャージー州サマービル所在）から入手された）とから構成された。
図４～図６はマクロモデルの寸法を提示する。
【００３７】
　ベース（外側円筒体）及びピストン（内側円筒体）は図示される構成においてデルリン
から製造され、摩擦を最小限に抑えながら、ピストンがベース内で摺動できるようにした
。デルリンは、低コスト、低摩擦係数、並びに好ましい熱的及び機械的特性のゆえに選択
された。デルリンは好ましい断熱をもたらすので、ＳＭＡ部材が駆動されたときにピスト
ン内で生成される熱は、ピストンの外面に最小限にしか伝達されない（例えば、ピストン
の外面の温度は、患者の消化管内での使用中に、組織を損傷しない範囲内にある）。した
がって、ピストンの外面の温度は、生検手順中、組織に対して実質的に無害であり、ＳＭ
Ａ部材が停止されると、デルリンの熱特性はＳＭＡ部材の冷却を妨げない。さらに、デル
リンは低い摩擦係数を有し、それにより、著しい摩擦損を生じることなく、駆動されたＳ
ＭＡ部材からピストンに効率的にエネルギー（力）を伝達できるようにする。デルリンは
適切な材料の一例であるが、装置が上記のように機能できるようにする任意の材料を用い
ることができる。
【００３８】
　第１の電源線（図示せず）が、ピストンの遠位端にある、中心から外れた穴１００を通
して挿入され、ＳＭＡ部材の上端に取り付けられた。第２の電源線（図示せず）がベース
内の中心から外れた穴１０４を通して挿入され、ＳＭＡ部材の底端に取り付けられた。そ
の後、コード（縫合糸）はピストンの遠位端にある中心穴を通して、ＳＭＡ部材の中心を
通して、ベース及びハウジング内の中心穴を通して挿入され、鋼ばねに取り付けられた。
その後、図示されるように、ベース及びピストンがハウジングに圧入された。その後、鋼
ばねが引っ張られ、ピストンがベースに対して完全に収縮し、固定ピンを用いて適切な引
張穴に固定された。この結果として、ＳＭＡ部材の緊縮（solid）高さがピストンの内部
高と等しくなった。別の言い方をすると、ピストンの底部がベースの内面と一致した。そ
の後、外科用針がピストンの遠位端に取り付けられた。最後に、駆動を制御するように電
気スイッチを通してＳＭＡ部材に電源が接続された。生検を実行するのに十分な力を与え
ることができる種々の範囲の電流及び張力を調べるように、ＳＭＡ部材への複数の電流及
びばねの張力が試験された。フレキシノール（商標）（Dynalloyから市販される）がＳＭ
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Ａ部材１４に適したニチノール材料の一例である。そのマクロモデルのＳＭＡ部材に用い
られたニチノールワイヤは０．００８インチの直径を有した。カプセル内視鏡に収まるほ
ど十分に小さな実施形態の場合のニチノールワイヤは、０．００５インチ～０．００６イ
ンチの直径を有することができる。
【００３９】
　さらに、別個の極微針（マクロモデルに取り付けられない）が、その下側部分がシリコ
ン（３ｍｍ厚層）から形成された胃モデル上に位置する（接触する）ようにして垂直に置
かれ、極微針の上側部分に種々の重みを加えることによって、種々の極微針が胃モデルに
侵入する最小の力が測定された。侵入力の結果は、３０ｇｆ～３５ｇｆの範囲にあること
がわかった。その後、組織に対して垂直な方向に（ピストンの縦軸に沿って）加えること
ができる最大有効力を得るようにマクロモデルが試験された。そのマクロモデルは、５４
０ｇｆの平均最大力を送達することができ、その力は、ばね１８からの付勢（復元）力と
、組織に穴をあけるのに必要とされる有効侵入力との和以上でなければならない。有効侵
入力は、駆動ＳＭＡ電流に応じて、３５ｇｆ～８０ｇｆに及んだ。本プロトタイプの場合
、目標侵入力は３５ｇｆであった。そのプロトタイプのＳＭＡ部材の場合の最大電流は８
０ｇｆを生成した。試験されたマクロモデルでは、９００ミリアンペア（ｍＡ）の電流が
使用された。より小型の実施形態（例えば、カプセル内視鏡に収まるほど十分に小さい実
施形態）の場合、ＳＭＡ部材に３００ｍＡ～４００ｍＡの電流を加えることができる。例
えば、カプセル内の電源は、ＳＭＡ部材に１つ又は複数の３００ｍＡ～４００ｍＡのパル
スを加えるように構成することができる。最大有効部分ストローク（完全に収縮した構成
から完全に伸長した構成までのピストンの最大ストローク）は１４ｍｍであった。さらに
、３ｍｍ厚（３つの１ｍｍ層）の壁を有するシリコン製の胃モデルを用いて、生検を検証
した。ＳＭＡ部材が針を完全に伸長させるのに要した駆動時間は２秒～３秒であり、ＳＭ
Ａ部材が弛緩し、ばねが針を格納するのにかかった格納時間は３分～４分の範囲にあった
。針はシリコン製の胃に穴をあけるのに成功した。このアクチュエーターの更なる小型化
によって、５０ｇｆを上回る有効力を生成できるようになるであろう。
【００４０】
マイクロモデル試験
　上記のマクロモデルのマイクロバージョンも組み立てられ、試験された。組立て及び構
成部材は上記のマクロモデルの組立て及び構成部材に類似であったが、全寸法が更に小型
化された。より詳細には、ベース３８に対してピストン４２が格納されている器具２２の
全長は１０ｍｍであった。ピストン４２がベース３８に対して伸長した、器具２２の延伸
すなわち伸長された長さは１４ｍｍであった。したがって、利用可能なストローク又は展
開長は４ｍｍであった。試験中に、３４０ｍＡの電流パルスの結果として、４０ｇｆ～６
０ｇｆの有効力が生成され、駆動時間すなわち展開時間は１秒以下、格納時間は２秒以下
、最大表面温度は３７℃以下であった。
【００４１】
　本明細書において記述されているデバイス、システム及び方法の種々の例示的な実施形
態は、開示された特定の形態に限定されることは意図していない。むしろ、本明細書にお
いて記述されるデバイス、システム及び方法は、特許請求の範囲の範囲内に入る全ての変
形形態及び代替形態を含む。例えば、本装置及び本作動アセンブリは、生検極微針、マイ
クロスパイク（組織を取り込むように構成される）、スコップ状デバイス、切断器具等を
含むことができるか、又はそれらを作動させるように構成することができる。さらに、本
作動アセンブリは、薬物、治療デバイス、又は医療デバイスを胃腸管の特定の部位に送達
する（例えば、薬剤、マーカー、ステント、ドレーン、デバイス、又は他の診断装置若し
くは治療装置、及び／又はデバイスを所定位置に保持するクリップ若しくは他のアンカー
を注入又は配置する）器具を作動させるように構成することができる。
【００４２】
　特許請求の範囲は、所与の請求項において、それぞれ「～の手段」又は「～のステップ
」という言い回しを用いて限定が明示的に記載されていない限り、ミーンズプラスファン
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解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【００４３】
５：本装置（器具を有するカプセル内視鏡）の一実施形態
１０：カプセル
１０a：本カプセルの幾つかの実施形態（例えば、図８の１０ａ）
１４：ＳＭＡ部材
１８：付勢部材（例えば、ばね）
１８a：弾性コード（例えば、ゴム又は他の弾性材料からなる）
１８a：付勢部材
２２：器具
２２a：器具
２２b：器具
２６：器具ハウジング
３０：第１の方向
３４：第２の方向
３８：ベース
４２：ピストン
４６：コード
５０：合わせ穴
５４：ピストン４２の遠位端
５８：針
６２：ばね空洞
６６：穴
７０：ピン
１００：穴
１０４：穴
１５０：生検モジュール
１５４：ローター
１５８：ハウジング部分
１６２：膨張性部材すなわち構成部材
２００：本体（例えば、カプセル、内視鏡本体、人の手作業用の取っ手等）



(16) JP 2014-518115 A 2014.7.28

【図１】

【図２】

【図３】



(17) JP 2014-518115 A 2014.7.28

【図４】

【図５】

【図６】
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